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この報告書は， 2018年2月13Hから 16日まで開催された

RIMS共同研究（公開型）

『教育数学の一側面一高等教育における数学の多様性と普遍性一』

における発表のために準備された予稿あるいは後に改めて書かれた論考をまと

めたものである。

この研究会ではテーマを決めて討論を行ったが，その全体のまとめについて

は研究代表者の論考を参照いただきたい。

コロナ禍を筆頭に諸般の事情のため公表が遅くなったことは研究代表者とし

て，原稿を書かれた発表者の方々及び京都大学数理解析研究所に深くお詫び申

し上げる。

この 5年間に「教育数学」に係る状況は大きく変わった。大学入試センター試

験が大学入学共通テストに変わったことはメディアで扱われた。本研究集会の

テーマである高等教育に関しても，数理・データサイセンス・ AIというキーワ

ードに代表される大きな変化が進行中である。 AI人材の確保という政策の可否

はともかく数学に何が求められるのかを考え続けていかなくてはならない。

高等教育における数学の重要性が増すことが全体的な方向であるとすれば，

高大接続を通して高等学校の教育も変わっていく，変わらなければならない，だ

ろう。理系と文系の区別は相変わらず続くとしても，数学の履修をもとに差異を

付けるというシステムは終わる，少なくとも終わりが始まる，という予感はある。

最近の動向がどうであっても， 5年前の研究会で議論された内容は少しも古く

なっていない。改めて論考を読み直してみても現在大きな変更を必要とすると

は考えられない。むしろ研究会で議論されたことはその後の動向に先んじて一

歩先を見据えたものになっており， 2023年 3月に開催される同じテーマの研究

会につながるものである。『高等教育における数学の多様性と普遍性』は不変で

あり，今後一層の議論と実践の深まりが求められる。

教育数学の実質と内容を検討し発信することは広く数学界の責任であり，今

その機会が広がっていると信ずる。

研究代表者 岡本和夫

副代表者 蟹江幸博
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